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司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
墜
活
動

司
馬
光
（
一

O
一
九

i
一
O
八
六
）
、
字
は
君
賓
、
続
は
迂
史
、
陳
州
夏
懸

（
山
西
省
夏
豚
）
の
人
で
あ
る
。
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
文
撃
の
方
面
に
お
い
て
は
殆
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
『
宋
詩
紗
』

を
繕
い
て
も
彼
の
名
は
一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
司
馬
光
は
、
後
世
の

人
々
に
と
っ
て
文
撃
者
と
し
て
は
殆
ど
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し

司
馬
光
の
文
撃
は
そ
も
そ
も
注
目
す
る
に
値
し
な
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
果

た
し
て
北
宋
嘗
時
に
お
い
て
も
、
司
馬
光
の
詩
文
は
周
園
の
士
大
夫
達
に
何
の
影

響
力
も
持
た
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
か
か
る
問
題
意
識
の
下
に
、
司
馬
光
の
、
特
に
洛
陽
退
居
時
代
に
注
目

し
、
そ
の
文
人
生
活
を
取
り
あ
げ
、
就
中
、
彼
の
洛
陽
退
居
生
活
に
お
い
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
「
濁
柴
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
北
宋
時
代
に
お
け
る
彼
の
文
撃

活
動
の
賞
瞳
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
引
用
す
る
司
馬
光
の
詩
文
は
『
温
園
文
正
司
馬
公
文
集
』
（
四

部
叢
刊
初
編
所
敗
、
以
下
「
温
公
文
集
』
と
略
記
）
を
底
本
と
し
、
文
字
の
異
同

に
つ
い
て
は
『
増
贋
司
馬
温
公
全
集
』
（
内
閣
文
庫
蔵
本
）
並
び
に
『
惇
家
集
』

（
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
牧
）
を
参
照
す
る
。
彼
の
詩
は
、
古
詩
（
巻
二
よ
り
巻
五
）

と
律
詩
（
巻
六
よ
り
巻
十
五
）
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
洛
陽
時
代
の
詩
に
限
っ

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
皐
活
動

中

尾

健
一
郎

て
言
え
ば
、
明
ら
か
に
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
司
馬
光
の
事
跡
に
つ

い
て
は
、
清
・
顧
棟
高
「
司
馬
太
師
温
園
文
正
公
年
譜
」
（
鴻
恵
民
貼
校
『
司
馬

光
年
譜
』
所
敗
、
中
華
書
局
、
一
九
九

O
年
）
に
基
づ
く
。

一
、
司
馬
光
の
洛
陽
退
居
と
「
濁
楽
園
記
」

照
寧
三
年
（
一

O
七
O
）
、
王
安
石
と
の
政
争
に
敗
れ
た
司
馬
光
は
、
知
永
興

軍
に
轄
出
し
た
後
、
翌
照
寧
四
年
に
西
京
留
守
御
史
霊
と
し
て
洛
陽
に
赴
任
し
た
。

時
に
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
元
豊
八
年
（
一

O
八
五
）
に
開
封
に
召

還
さ
れ
る
ま
で
の
十
五
年
聞
を
洛
陽
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
洛
陽
に
至
っ
た

時
の
感
慨
を
、
司
馬
光
は
衣
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

三
十
飴
年
西
復
東
三
十
銭
年
西
し
復
た
東
し

勢
生
薄
官
等
飛
蓬
生
を
努
し
官
薄
き
こ
と
飛
蓬
に
等
し

所
存
蓮
田
業
惟
清
自
存
す
る
所
の
奮
業
惟
だ
清
白

そ
む

不
負
明
君
有
撲
忠
明
君
に
負
か
ず
撲
忠
有
り

早
避
喧
煩
員
得
策
早
に
喧
煩
を
避
く
る
は
員
に
得
策
た
り

未
逢
危
辱
好
牧
功
未
だ
危
辱
に
逢
は
ず
功
を
牧
む
る
に
好
し

い
た
る
と
こ
ろ

太
平
鰯
慮
農
桑
満
太
平
絹
慮
に
農
桑
満
ち

一
四
七



日
本
中
園
皐
曾
報

高
取
闇
閤
鶴
髪
翁
扇
ち
取
り
た
り
間
閣
の
鶴
髪
の
翁

（
「
初
到
洛
中
書
懐
」
『
温
公
文
集
』
巻
十
一
）

司
馬
光
は
賓
元
元
年
（
一

O
三
八
）
に
科
翠
に
及
第
し
て
官
途
に
上
っ
て
よ
り

後
三
十
三
年
間
、
「
飛
蓬
」
の
よ
う
に
各
地
を
巡
っ
た
が
、
よ
う
や
く
に
し
て
司

馬
家
の
奮
業
の
あ
る
洛
陽
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
々
と
世
間
の
喧
喋
を

避
け
、
危
険
や
恥
辱
を
被
る
こ
と
な
く
功
績
を
牧
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
得
策

で
あ
る
、
と
詠
い
な
が
ら
も
、
最
後
の
一
句
で
は
自
ら
を
村
里
の
一
老
人
に
擬
え

る
と
こ
ろ
に
、
一
抹
の
寂
妻
感
が
漂
う
。

司
馬
光
の
洛
陽
で
の
賓
際
の
生
活
は
、
蘇
拭
が
「
砂
然
と
し
て
顔
子
の
阻
巷
に

在
る
が
如
く
、
累
然
と
し
て
屈
原
の
阪
津
に
在
る
が
如
し
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

首
時
の
司
馬
光
に
と
っ
て
必
ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
司
馬
光
は
、
失
意
を
抱
え
な
が
ら
も
、
洛
陽
に
お
け
る
生
活
に
楽
し
み
を
見

出
し
つ
つ
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

衣
の
詩
は
、
退
居
の
翌
年
に
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

吾
心
自
有
楽
吾
が
心
自
ら
楽
し
む
有
り

世
俗
宣
能
知
世
俗
宣
に
能
く
知
ら
ん
や

不
及
老
莱
子
老
莱
子
に
及
ば
ざ
る
も

多
於
楽
啓
期
栄
啓
期
よ
り
も
多
か
ら
ん

ゆ

る

か

な

組
抱
寛
橋
瞳
組
抱
寛
や
か
に
し
て
瞳
に
橋
ひ

脱
粟
飽
随
宜
脱
粟
飽
き
て
宜
し
き
に
随
ふ

乗
興
瓢
濁
往
興
に
乗
じ
て
輔
ち
濁
往
し

ゆ

捲
鰭
任
所
之
錯
を
播
へ
て
之
く
所
に
任
す（

「
楽
」
『
温
公
文
集
』
巻
十
二
）

ま
ず
前
宇
部
分
に
お
い
て
は
、
自
分
に
は
世
俗
の
人
々
に
理
解
で
き
な
い
楽
し

み
が
あ
る
と
遮
べ
、
さ
ら
に
そ
の
楽
し
み
は
老
莱
子
に
は
及
、
は
な
い
に
し
て
も
、

第
六
十
集

一
四
八

楽
啓
期
よ
り
は
多
い
と
い
う
。
績
け
て
後
宇
部
分
に
お
い
て
は
、
そ
の
楽
し
み
と

は
、
粗
布
の
衣
服
と
粗
末
な
穀
物
に
満
足
し
、
興
に
乗
じ
れ
ば
錆
竹
の
杖
を
播
え

て
濁
り
気
ま
ま
に
遊
行
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
第
七
句
の
「
濁
往
」
は
、

謝
霊
運
「
入
華
子
山
岡
是
麻
源
第
三
谷
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
六
）
に
見
え
る
語
で
あ

り
、
李
善
が
司
馬
彪
の
『
荘
子
』
注
を
引
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
に
擦
れ
ば
、
自
然

に
任
せ
て
世
間
を
顧
み
な
い
こ
と
を
指
す
と
い
う
。
つ
ま
り
司
馬
光
は
塵
俗
を
離

れ
、
奪
修
を
仰
け
、
濁
り
自
然
の
中
に
分
け
入
る
こ
と
に
楽
し
み
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

司
馬
光
の
こ
の
よ
う
な
「
濁
柴
」
は
、
彼
の
代
表
作
「
濁
楽
園
記
」
（
『
温
公
文

集
』
巻
六
十
六
）
に
お
い
て
さ
ら
に
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
濁
柴
園

記
」
は
長
文
の
た
め
、
庭
園
の
構
成
を
紹
介
し
た
部
分
を
割
愛
し
、
以
下
を
三
つ

の
部
分
に
分
け
て
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

孟
子
日
、
濁
築
業
、
不
如
輿
人
築
業
。
血
〈
少
楽
楽
、
不
如
輿
厭
梁
梁
。
此
王

公
大
人
之
楽
、
非
貧
賎
者
所
及
也
。
孔
子
日
、
飯
競
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
。

楽
亦
在
其
中
失
。
顔
子
、
一
筆
食
、
一
瓢
飲
、
不
改
其
集
。
此
聖
賢
之
築
、

非
愚
者
所
及
也
。
若
夫
鵜
鶏
巣
林
、
不
過
一
枝
、
僅
鼠
飲
河
、
不
過
満
腹
。

各
蓋
其
分
而
安
之
。
此
乃
迂
曳
之
所
業
也
。

孟
子
日
く
、
「
濁
り
楽
し
て
楽
し
む
は
、
人
と
楽
し
て
楽
し
む
に
如
か
ず
。

少
な
き
と
楽
し
て
楽
し
む
は
、
思
と
楽
し
て
楽
し
む
に
如
か
ず
」
（
梁
恵

王
下
）
、
と
。
此
れ
王
公
大
人
の
楽
し
み
に
し
て
、
貧
賎
の
者
の
及
ぶ
所

に
非
ざ
る
な
り
。
孔
子
日
く
、
「
競
食
を
飯
ら
ひ
、
水
を
飲
み
、
肱
を
曲

げ
て
之
に
枕
す
。
楽
し
み
亦
た
其
の
中
に
在
り
」
（
論
語
・
遮
而
）
。
「
顔

子
、
一
箪
の
食
、
一
瓢
の
飲
、
其
の
楽
し
み
を
改
め
ず
」
（
論
語
・
羅
也
）
、

と
。
此
れ
聖
賢
の
楽
し
み
に
し
て
、
愚
者
の
及
ぷ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
若

し
夫
れ
「
鱒
鶏
の
林
に
巣
く
ふ
は
、
一
枝
に
過
ぎ
ず
、
優
鼠
の
河
に
飲
む



は
、
腹
を
満
た
す
に
過
ぎ
ず
」
（
荘
子
・
遁
逢
遊
）
。
各
お
の
其
の
分
を
蓋

く
し
て
之
に
安
ん
ず
。
此
れ
乃
ち
迂
曳
の
楽
し
む
所
な
り
。

ま
ず
『
孟
子
』
と
『
論
証
巴
を
引
い
て
、
人
と
共
に
享
受
す
る
王
者
の
楽
し
み
、

赤
貧
に
甘
ん
じ
て
泰
然
自
若
と
過
ご
す
聖
賢
の
楽
し
み
を
そ
れ
ぞ
れ
奉
げ
、
自
身

は
「
王
公
大
人
」
で
も
「
聖
賢
」
で
も
な
く
、
車
に
「
貧
賎
」
た
る
「
愚
者
」
に

過
ぎ
ず
、
王
者
や
聖
賢
の
よ
う
な
楽
し
み
は
享
受
で
き
な
い
と
し
、
さ
ら
に
『
荘

子
』
を
引
い
て
、
己
の
本
分
を
全
う
し
て
知
足
の
境
地
に
安
住
す
る
こ
と
こ
そ
、

「
迂
曳
」
つ
ま
り
司
馬
光
自
身
の
分
に
合
っ
た
楽
し
み
で
あ
る
、
と
遮
べ
る
。

こ
れ
は
一
種
の
輔
晦
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
第

二
節
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
「
濁
楽
園
記
」
を
績
け
よ
う
。

照
寧
四
年
、
迂
史
、
始
家
洛
、
六
年
、
買
田
二
十
畝
於
尊
賢
坊
北
、
関
以
矯

園
。
（
中
略
）
迂
曳
平
日
、
多
慮
堂
中
讃
書
。
上
師
聖
人
、
下
友
重
賢
、
窺

仁
義
之
原
、
探
檀
楽
之
緒
。
自
未
始
有
形
之
前
、
聾
四
達
無
窮
之
外
、
事
物

之
理
、
暴
集
目
前
。
所
病
者
、
撃
之
未
至
。
夫
又
何
求
於
人
、
何
待
於
外
哉
。

志
倦
鰻
疲
、
則
投
竿
取
魚
、
執
妊
采
薬
、
決
渠
濯
花
、
操
斧
剖
竹
、
濯
熱
盟

手
、
臨
高
縦
目
、
遁
逢
相
羊
。
唯
意
所
遁
、
明
月
時
至
、
清
風
自
来
、
行
無

所
牽
、
止
無
所
梶
、
耳
目
肺
腸
、
悉
矯
己
有
。
隅
隅
君
、
洋
洋
罵
。
不
知
天

壌
之
閥
復
有
何
築
可
以
代
此
也
。
因
合
而
命
之
、
日
濁
楽
園
。

照
寧
四
年
、
迂
史
、
始
め
て
洛
に
家
し
、
六
年
、
田
二
十
畝
を
尊
賢
坊
北

ひ
ら

に
買
ひ
、
開
き
て
以
て
園
を
矯
る
。
（
中
略
）
迂
曳
卒
日
、
堂
中
に
慮
り

て
書
を
讃
む
こ
と
多
し
。
上
は
聖
人
を
師
と
し
、
下
は
霊
賢
を
友
と
し
、

み

な

も

と

は

じ

ま

り

仁
義
の
原
を
窺
ひ
、
種
梁
の
緒
を
探
す
。
未
だ
有
形
の
始
ま
ら
ざ
る
前
よ

お
よ

り
、
四
達
無
窮
の
外
に
聾
び
、
事
物
の
理
、
目
前
に
翠
集
す
。
病
む
所
は
、

撃
の
未
だ
至
ら
ざ
る
の
み
な
り
。
夫
れ
又
た
何
を
か
人
に
求
め
、
何
を
か

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
皐
活
動

外
に
待
た
ん
や
。
志
倦
み
て
瞳
疲
れ
な
ば
、
則
ち
竿
を
投
じ
て
魚
を
取
り
、

た

も

と

お

さ

と

ほ

り

ひ

ら

そ

そ

妊
を
執
へ
て
薬
を
采
り
、
渠
を
決
い
て
花
に
濯
ぎ
、
斧
を
操
り
て
竹
を
剖

そ

そ

あ

ら

き
、
熱
を
濯
ぎ
、
手
を
盟
ひ
、
高
き
に
臨
ん
で
縦
目
し
、
遁
迄
し
て
相
羊

す
。
唯
だ
意
の
遁
ふ
所
は
、
明
月
時
に
至
り
、
清
風
自
ら
来
た
り
、
行
き

て
は
牽
く
所
無
く
、
止
ま
り
て
は
梶
む
る
所
無
く
、
耳
目
肺
腸
、
悉
く
己

が
有
と
矯
る
。
踊
踊
罵
た
り
、
洋
洋
駕
た
り
。
天
壌
の
聞
に
復
た
何
の
楽

し
み
か
以
て
此
に
代
ふ
べ
き
有
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
因
り
て
合
し
て

之
に
命
づ
け
、
濁
楽
園
と
日
ふ
。

濁
楽
園
は
、
白
居
易
の
蓮
田
宅
の
あ
っ
た
履
道
坊
に
鄭
接
す
る
尊
賢
坊
に
構
え
ら

れ
て
お
り
、
約
一
百
十
ア
ー
ル
の
面
積
を
有
し
た
。
李
格
非
『
洛
陽
名
園
記
』
に

擦
れ
ば
、
濁
楽
園
は
他
の
庭
園
ほ
ど
慶
大
で
は
な
く
、
讃
書
堂
を
始
め
と
す
る
圏

内
の
建
物
の
規
模
も
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
い
う
。

司
馬
光
は
平
素
こ
の
庭
園
の
中
で
書
物
を
讃
み
、
書
中
の
聖
人
賢
者
を
師
友
と

す
る
。
讃
書
に
倦
め
ば
、
庭
園
内
で
釣
り
、
薬
草
採
り
、
圏
雲
に
興
じ
、
圏
内
の

水
で
手
足
を
洗
っ
て
涼
を
取
り
、
散
策
を
楽
し
み
、
特
に
明
月
の
夜
に
は
清
ら
か

な
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
濁
楽
園
の
中
を
遁
迄
し
、
そ
の
景
色
を
濁
り
賞
玩
す
る
楽

し
み
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

庭
園
の
塀
を
隔
て
て
、
そ
の
外
側
は
車
馬
が
雑
踏
す
る
紅
塵
の
巷
で
あ
る
の
に

封
し
、
そ
の
内
側
は
閑
静
で
清
海
な
別
世
界
で
あ
る
。
司
馬
光
は
洛
陽
城
内
に
濁

楽
園
を
造
成
し
、
世
俗
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
俗
世
間
と
は
一
線
を
書

τた
雅
の

世
界
を
濁
り
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
司
馬
光
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
濁
楽
」
は
世
人
の
非
難
を
蒙
り
か

ね
な
い
も
の
と
し
て
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。

或
答
迂
曳
日
、
五
口
聞
君
子
所
築
、
必
輿
人
共
之
。
今
吾
子
濁
取
足
於
己
、
不

以
及
人
。
其
可
乎
。
迂
受
謝
日
、
受
愚
、
何
得
比
君
子
。
自
梁
恐
不
足
、
安

一
四
九



日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
集

能
及
人
。
況
曳
之
所
集
者
、
薄
阻
都
野
、
皆
世
之
所
棄
也
。
雄
推
以
輿
人
、

且
不
取
。
量
得
強
之
乎
。
必
也
有
人
肯
同
此
築
、
則
再
奔
市
献
之
失
。
安
敢

専
之
哉
。

或
る
ひ
と
迂
曳
を
答
め
て
日
く
、
「
吾
聞
く
、
『
君
子
の
梁
し
む
所
は
、
必

ず
人
と
之
を
共
に
す
』
、
と
。
今
、
吾
子
は
濁
り
己
に
足
る
を
取
り
、
以

て
人
に
及
ぼ
さ
ず
。
其
れ
可
な
ら
ん
か
」
、
と
。
迂
曳
、
謝
し
て
日
く
、

「
曳
愚
な
れ
ば
、
何
ぞ
君
子
に
比
す
る
を
得
ん
。
自
ら
楽
し
む
も
足
ら
ざ

あ
た

る
を
恐
る
る
に
、
安
く
ん
ぞ
人
に
及
ぼ
す
能
は
ん
や
。
況
ん
や
曳
の
楽
し

む
所
の
も
の
は
、
薄
阻
部
野
に
し
て
、
皆
な
世
の
棄
つ
る
所
な
り
。
推
し

あ

た

ま

さ

て
以
て
人
に
輿
ふ
と
雄
も
、
且
に
取
ら
ざ
る
べ
し
。
宣
に
之
を
強
ふ
る
を

得
ん
や
。
必
ず
や
人
に
肯
へ
て
此
の
築
を
同
じ
く
す
る
も
の
有
ら
ば
、
則

ち
再
拝
し
て
之
を
献
ぜ
ん
。
安
く
ん
ぞ
敢
へ
て
之
を
専
ら
に
せ
ん
や
」
、

と。

こ
こ
で
は
、
作
者
架
空
の
設
定
と
見
ら
れ
る
あ
る
人
物
が
、
司
馬
光
に
封
し
て
、

濁
り
で
楽
し
む
の
は
君
子
の
行
う
こ
と
で
は
な
い
と
非
難
す
る
の
が
見
え
る
。

「
濁
楽
」
と
い
う
言
葉
が
「
濁
善
」
と
同
義
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
こ
と
は
、

司
馬
光
の
橡
想
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
司
馬
光
は
、
自
身
は

君
子
で
は
な
く
、
ま
た
楽
し
む
と
こ
ろ
の
も
の
も
世
間
が
棄
て
て
顧
み
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
も
し
己
と
同
様
に
こ
の
楽
し
み
を
享
受
す
る
人
が
い
れ
ば
、
進
ん
で

こ
れ
を
献
じ
た
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
「
濁
築
」
が
決
し
て
「
濁
善
」
で
は
な

い
と
い
う
、
司
馬
光
の
意
思
表
明
と
も
受
け
取
れ
よ
う
。

以
上
、
司
馬
光
の
洛
陽
退
居
直
後
の
失
意
と
梁
し
み
及
び
「
濁
梁
園
記
」
に
つ

い
て
見
て
き
た
が
、
司
馬
光
の
い
わ
ゆ
る
「
濁
柴
」
と
は
、
塵
俗
を
離
れ
て
春
惨

を
叩
け
、
自
然
を
梁
し
む
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
い
た
ず
ら
に
孤
高
を
気
取
っ
た

杜
門
厭
世
の
隠
者
の
梁
し
み
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
世
俗
の
中
に
身
を
置
き
な

一五
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が
ら
、
志
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
共
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
願
う
文
人
の
楽
し
み

な
の
で
あ
る
。

二
、
洛
陽
に
お
け
る
司
馬
光
の
詩
作
活
動

がまの
あず代洛

暖唯紛勢燈酒年老る司表陽
目録華位矯因年去。馬的退
坐讃久非 目牌費春 光な居
前書己其 痢積病無 の舎時
櫓築厭好 嫌断添昧 洛品代

陽をに
退幾司
居つ馬
生今光
活分は
の析詩
ー し の
面．秀
を司作
立山馬を
尚孝多

芸長震
す 1下し
作童て
口里JI I、

店乏石
孝墨ぞ
川 dU ’ 

五年本
う摂l節
な Y で
も？とは
のもそ

老
い
去
れ
ば
春
に
味
は
ひ
無
く

年
年
病
の
添
ふ
を
費
ゆ

酒
は
牌
積
に
因
り
て
断
ち

燈
は
目
痢
の
矯
に
嫌
ふ

勢
位
は
其
れ
好
む
と
こ
ろ
に
非
ず

紛
華
は
久
し
く
巳
に
厭
ふ

唯
だ
讃
書
の
楽
し
み
を
鈴
す
の
み
な
れ
ば

暖
目
前
櫓
に
坐
す（

「
上
元
書
懐
」
『
温
公
文
集
』
巻
十
二
）

年
老
い
た
た
め
に
瞳
が
衰
弱
し
、
病
気
は
年
々
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
健
康
上

の
理
由
で
酒
も
断
ち
、
目
の
痛
み
は
燈
光
を
嫌
う
ほ
ど
で
あ
る
。
権
勢
と
富
貴
は

好
む
と
こ
ろ
で
な
く
、
残
さ
れ
た
唯
一
の
楽
し
み
と
言
え
ば
讃
書
で
あ
り
、
暖
か

い
日
に
は
縁
側
に
坐
し
て
讃
書
を
楽
し
む
。
様
々
な
困
難
の
中
で
生
き
る
司
馬
光

の
洛
陽
退
居
生
活
の
一
側
面
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
如
何
な
る
逆
境
の
中
で
も
司
馬
光
が
忘
れ
な
か
っ
た
の
は
、

し
む
心
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
衣
の
詩
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

閑
中
有
富
貴
閑
中
に
富
貴
有
り

風
流
を
楽



迫
か
に
俗
塵
と
殊
な
る

き
ょ

水
浄
き
こ
と
湾
軌
を
展
ぷ
る
が
ご
と
く

め
ぐ

花
繁
き
こ
と
萄
錦
を
好
ら
す
が
ご
と
し

竹
風
寒
く
し
て
玉
を
拍
く
が
ご
と
く

荷
雨
急
に
し
て
珠
を
跳
ぬ
る
が
ご
と
し

笑
ふ
べ
し
公
孫
街
の

酎
歌
し
て
丈
夫
を
誇
る
を

（
「
閑
中
有
富
貴
」
『
温
公
文
集
』
巻
十
四
）

こ
の
詩
に
お
い
て
、
司
馬
光
は
ま
ず
閑
遁
の
世
界
に
こ
そ
世
俗
と
は
異
な
る
富

貴
が
有
る
と
述
べ
、
自
然
界
の
浄
ら
か
な
水
や
美
し
い
花
を
賓
の
白
絹
や
萄
の
錦

に
喰
え
、
ま
た
竹
風
や
荷
雨
の
音
を
玉
を
町
く
音
や
珠
の
跳
ね
る
音
に
喰
え
る
。

そ
し
て
最
後
の
二
句
に
お
い
て
は
、
戦
園
時
代
の
縦
横
家
公
孫
街
が
、
世
俗
の
富

貴
を
誇
っ
た
こ
と
を
瑚
笑
す
る
。

司
馬
光
は
自
然
の
中
に
こ
そ
本
来
的
に
人
聞
を
豊
か
に
す
る
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
と
見
な
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
生
活
の
中
に
生
き
る
債
値
を
認
め
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
車
に
自
然
を
愛
好
す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
現
賓
の
生
活
は
富

裕
で
な
く
と
も
、
精
神
的
に
豊
か
な
生
活
を
迭
る
こ
と
を
詩
に
詠
む
こ
と
に
よ
り
、

世
俗
に
優
越
す
る
境
地
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
司
馬
光
は
こ
の
境
地
を
濁
占
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
司
馬
光
の

「
濁
柴
」
が
、
孤
高
を
気
取
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
現
賓
に

お
い
て
も
司
馬
光
は
、
自
然
を
愛
で
る
楽
し
み
を
共
有
す
る
同
好
の
士
を
求
め
て

い
た
の
で
あ
る
。

草
濃
初
過
雨

林
静
遠
含
煙

燕
引
新
飛
穀

週
輿
俗
塵
殊

水
浄
費
仇
展

花
繁
萄
錦
好

竹
風
寒
相
玉

荷
雨
急
跳
珠

可
笑
公
孫
街

酎
歌
誇
丈
夫

草
は
濃
や
か
に
し
て
初
め
て
雨
過
ぎ

林
は
静
か
に
し
て
遠
く
煙
を
含
む

ひ
な

燕
は
新
た
に
飛
ぶ
穀
を
引
き

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
皐
活
動

荷
は
竿
ば
墜
つ
る
蓮
を
承
く

朋
の
来
る
に
惟
だ
月
有
る
の
み

山
見
ゆ
る
も
銭
を
須
ひ
ず

誰
か
輿
に
其
の
楽
し
み
を
同
じ
く
せ
ん

査
中
に
濁
酒
の
賢
な
る
あ
り

（
「
和
王
安
之
題
濁
築
」
『
温
公
文
集
』
巻
十
四
）

こ
の
詩
は
、
司
馬
光
が
濁
楽
園
を
訪
問
し
た
王
向
恭
（
字
は
安
之
）
に
唱
和
し

た
も
の
で
あ
る
。
雨
上
が
り
の
初
夏
の
濁
楽
園
で
は
、
燕
が
雛
を
連
れ
て
飛
び
、

池
の
蓮
は
満
開
で
あ
る
。
訪
ね
て
来
た
朋
友
に
提
供
で
き
る
の
は
、
明
月
と
嵩
山

の
眺
望
及
び
濁
酒
の
み
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
楽
し
み
を
共
に
し
よ
う
と
王
向
恭

を
誘
う
。

司
馬
光
は
「
肯
へ
て
此
の
楽
を
同
じ
く
す
」
（
「
濁
楽
園
記
」
）
べ
く
現
れ
た
王

向
恭
に
、
己
の
「
濁
柴
」
を
献
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
、

司
馬
光
の
「
濁
築
」
が
他
者
と
も
共
有
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

る
が
、
そ
も
そ
も
同
好
の
士
と
自
然
の
景
物
を
愛
で
つ
つ
詩
酒
を
楽
し
む
と
い
う

の
は
、
司
馬
光
の
敬
愛
す
る
白
居
易
が
向
歯
曾
に
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

吾
愛
白
楽
天
吾
は
愛
す
白
楽
天

退
身
家
履
道
身
を
退
け
て
履
道
に
家
す

醸
酒
酒
初
熟
醸
酒
酒
初
め
て
熟
れ

津
花
花
正
好
議
花
花
は
正
に
好
し

作
詩
逝
賓
朋
詩
を
作
り
て
賓
朋
を
選
へ

つ
ね

欄
遷
長
酔
倒
欄
遺
に
長
に
酔
倒
す

至
今
惇
書
一
園
今
に
至
る
ま
で
董
園
に
惇
ふ

風
流
栴
九
老
風
流
九
老
を
橋
す

（
「
濁
楽
園
七
題
・
漉
花
亭
」
『
温
公
文
集
』
巻
四
）

荷
承
竿
墜
蓮

朋
来
惟
有
月

山
見
不
須
銭

誰
輿
同
其
楽

査
中
濁
酒
賢

一五
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こ
の
詩
は
、
「
濁
楽
園
七
題
」
と
題
す
る
連
作
詩
の
一
首
で
あ
る
。
司
馬
光
は

「
濁
楽
園
記
」
の
ほ
か
に
「
濁
楽
園
七
題
」
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
濁
築
圏

内
の
七
つ
の
景
物
（
「
讃
書
堂
」
「
鈎
魚
庵
」
「
采
薬
圃
」
「
見
山
霊
」
「
弄
水
軒
」

「
種
竹
粛
」
「
漉
花
亭
」
）
に
因
ん
で
、
前
漢
の
董
仲
野
、
後
漢
の
巌
光
・
韓
康
、

東
菅
の
陶
淵
明
・
王
徽
之
、
唐
の
白
居
易
・
杜
牧
へ
の
敬
慕
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
中
に
は
撃
者
も
あ
れ
ば
、
隠
者
も
あ
り
、
ま
た
詩
人
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
司
馬
光
が
好
ま
し
い
と
剣
断
し
た
生
活
様
式
を
持
っ
た
人
々
で

あ
る
。司

馬
光
は
「
濯
花
亭
」
詩
に
お
い
て
白
居
易
を
追
慕
し
て
い
る
が
、
そ
の
人
物

像
は
、
酒
を
噌
み
、
花
を
愛
で
、
詩
を
作
っ
て
友
人
達
を
招
い
て
は
酔
い
療
れ
、

九
老
舎
の
園
と
共
に
そ
の
風
流
を
惇
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

賓
際
、
司
馬
光
は
元
豊
六
年
（
一

O
八
三
）
、
六
十
五
歳
の
時
に
、
白
居
易
の

尚
歯
舎
に
倣
っ
て
「
員
率
舎
」
を
結
成
し
、
同
好
の
士
と
自
然
の
景
物
を
楽
し
ん

で
い
る
。
参
合
間
者
は
兄
の
司
馬
日
一
と
、
王
向
恭
、
席
汝
言
、
楚
建
中
、
王
慣
言
、

宋
道
並
び
に
鮮
子
佐
、
活
純
仁
で
あ
り
、
退
職
官
僚
ま
た
は
閑
職
に
身
を
置
い
た

士
大
夫
達
で
あ
る
。
そ
の
集
ま
り
の
様
子
は
衣
の
よ
う
で
あ
る
。

洛
陽
衣
冠
愛
惜
春
洛
陽
の
衣
冠
春
を
愛
惜
し

相
従
小
飲
任
天
岡
県
相
ひ
従
ひ
て
小
飲
し
天
異
に
任
す

随
家
所
有
自
可
築
家
の
有
す
る
所
に
隠
ひ
て
自
ら
楽
し
む
べ
し

あ
ざ
け

矯
具
更
微
誰
笑
貧
矯
に
具
ふ
る
の
更
に
微
な
る
も
誰
か
貧
を
笑
ら
ん

不
待
珍
差
方
下
筋
珍
差
を
待
ち
て
方
め
て
筋
を
下
す
に
あ
ら
ず

只
将
佳
景
便
娯
賓
只
だ
佳
景
を
将
っ
て
便
ち
賓
を
娯
し
ま
し
む

（
「
和
瀦
公
異
率
曾
詩
」
第
一
句

i
六
句
『
温
公
文
集
』
巻
十
四
）

一五

こ
の
詩
は
、
司
馬
光
が
文
彦
博
（
瀦
公
）
の
詩
に
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
洛

陽
の
士
大
夫
は
春
を
愛
惜
し
、
宴
席
を
設
け
て
自
然
に
任
せ
、
気
の
向
く
ま
ま
に

振
る
舞
う
。
各
家
の
所
有
す
る
も
の
を
楽
し
み
、
供
す
る
食
事
が
少
な
い
か
ら
と

言
っ
て
誰
も
瑚
笑
し
た
り
し
な
い
。
た
と
え
珍
味
が
無
く
と
も
、
自
然
の
良
き
風

景
を
以
て
賓
客
を
楽
し
ま
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
の
好
風
景
を
愛
で
る
こ
と
は
、

「
濁
楽
園
記
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
司
馬
光
は
「
員
率
曾
」
を
結
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
世
俗
を
離
れ
て
共
に
風
流
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
同
志

を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

北
宋
期
、
白
居
易
の
向
歯
舎
に
倣
う
こ
と
は
、
員
率
曾
以
前
に
も
行
わ
れ
て
お

り
、
欧
陽
備
が
洛
陽
で
聞
い
た
「
八
老
」
の
集
曾
や
、
文
彦
博
が
元
豊
五
年
（
一

O
八
二
）
に
開
催
し
た
「
洛
陽
嘗
英
曾
」
が
あ
る
が
、
員
率
舎
が
こ
れ
ら
と
異
な

る
の
は
、
白
居
易
の
み
な
ら
ず
陶
淵
明
を
追
慕
し
、
曾
約
を
定
め
て
賛
津
を
戒
め
、

極
力
貴
額
を
排
除
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。

己
県
率
舎
の
名
橋
は
、
『
宋
書
』
陶
潜
停
に
見
え
る
「
員
率
」
の
語
に
由
来
し
、

第
三
句
の
「
天
員
に
任
す
」
も
、
陶
淵
明
の
「
連
雨
濁
飲
」
詩
（
『
靖
節
先
生
集
』

巻
二
）
に
「
異
に
任
せ
て
先
ん
ず
る
所
無
し
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
王
向
恭

を
始
め
と
す
る
参
曾
者
達
は
、
司
馬
光
の
「
濁
柴
」
に
共
鳴
し
て
陶
淵
明
と
白
居

易
を
慕
い
、
自
然
の
中
に
員
賓
と
風
流
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
司
馬
光
が
洛
陽
に
移
住
し
て
以
来
、
讃
書
と
自
然
の
景
物
を
愛
好

す
る
「
濁
柴
」
の
楽
し
み
を
、
「
濁
り
楽
し
む
」
も
の
か
ら
、
同
好
の
士
大
夫
達

に
ま
で
及
ぼ
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
で
は
、
司
馬
光
が
「
濁
築
」
を
個
人
の
も

の
か
ら
周
圏
へ
と
波
及
さ
せ
た
の
は
、
た
だ
孤
濁
を
癒
す
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
確
か
に
洛
陽
時
代
初
期
の
詩
に
は
、
孤
濁
感
を
詠
む
も
の
が
見
え
る
が
、

司
馬
光
が
自
ら
の
庭
園
を
「
濁
楽
園
」
と
命
名
し
、
ま
た
「
濁
楽
園
記
」
を
著
し

た
の
は
、
車
に
同
好
の
士
を
求
め
て
の
故
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
何



ら
か
の
意
園
が
潜
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
護
す
る

時
、
「
濁
梁
」
と
い
う
言
葉
が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
、
一
瞳
何
が
有
っ
た
か
に

つ
い
て
思
い
を
致
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

司
馬
光
が
「
濁
楽
園
記
」
を
著
し
た
の
は
照
寧
六
年
（
一

O
七
三
）
、
時
に
五

十
五
歳
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
に
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
書
局
が
開
封
か
ら
洛
陽

に
移
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
司
馬
光
が
『
資
治
通
鑑
』
編
纂
官

の
一
人
で
あ
る
花
組
再
に
宛
て
た
書
簡
「
興
活
夢
得
論
修
書
帖
」
其
二
（
『
陸
状

元
増
節
音
註
精
義
資
治
通
鑑
』
巻
一
所
収
）
に
よ
っ
て
窺
い
知
れ
る
が
、
邸
園
義

氏
の
研
究
に
擦
れ
ば
、
照
寧
五
年
八
月
か
ら
照
寧
六
年
三
月
に
か
け
て
こ
の
書
簡

が
著
さ
れ
た
背
景
に
は
、
新
法
涙
と
奮
法
汲
の
封
立
に
よ
り
、
開
封
の
『
資
治
通

鑑
』
編
纂
書
局
が
閉
鎖
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

結
果
的
に
書
局
は
洛
陽
に
移
り
、
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
事
業
も
縫
績
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
司
馬
光
は
こ
の
時
期
に
西
京
御
史
留
蓋
か
ら
提
奉
崇
一
幅
宮
に
移
っ
て

お
り
、
書
局
の
移
轄
と
官
職
の
異
動
及
び
濁
楽
園
の
造
成
が
、
全
く
無
関
係
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
司
馬
光
は
新
法
奮
法
雨
薫
淑
の
封
立

の
渦
中
に
あ
っ
て
、
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
を
中
止
に
追
い
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、

自
ら
が
政
治
的
野
心
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
世
間
に
封
し
て
表
明
す
る
必
要
が

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
す
れ
ば
、
司
馬
光
が
庭
園

に
「
濁
柴
」
と
名
づ
け
た
の
も
決
し
て
車
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

筆
者
は
、
司
馬
光
の
濁
楽
園
の
命
名
に
は
三
つ
の
意
園
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
「
濁
り
楽
し
む
こ
と
」
の
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
「
濁
楽
園
記
」
の
最
後
段
に
仮
託
さ
れ
た
世
人
の
非
難
よ
り
窺
え
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
司
馬
光
は
自
分
だ
け

が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
。

次
の
二
つ
め
は
、
政
治
的
な
立
場
の
「
翰
晦
」
で
あ
る
。
「
濁
楽
園
記
」
の
回
目

司
馬
光
の
洛
陽
退
屈
生
活
と
そ
の
文
撃
活
動

頭
に
述
べ
ら
れ
る
「
濁
柴
」
の
語
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
孟
子
』
に
由
来
す
る
が
、

司
馬
光
が
慕
っ
た
白
居
易
の
詩
に
も
「
自
ら
宜
し
き
所
を
得
て
還
た
濁
り
楽
し
む
」

と
あ
り
、
『
孟
子
』
よ
り
も
む
し
ろ
隠
遁
を
主
題
と
し
た
白
詩
の
方
が
典
故
と
し

て
は
合
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
司
馬
光
の
競
で
あ
る
迂
曳
は
、
白
居
易
の

「
迂
曳
」
詩
に
基
づ
い
て
お
り
、
司
馬
光
が
「
濁
楽
園
記
」
に
、
「
曳
愚
な
れ
ば
、

何
ぞ
君
子
に
比
す
る
を
得
ん
」
と
述
べ
る
の
も
、
白
居
易
が
「
迂
史
」
詩
に
「
慮

す
べ
か
ら

に
須
く
縄
墨
機
関
の
外
に
、
疎
愚
鈍
滞
の
身
を
安
置
せ
ん
」
と
自
ら
を
愚
者
に
喰

え
る
の
を
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
司
馬
光
は
た
だ
濁
り
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
「
迂
曳
」
と
競
し
、
愚
者
の
偲
面
を
か
ぶ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
政

治
的
立
場
を
輔
晦
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

た
だ
「
濁
柴
」
は
車
に
白
居
易
の
影
響
に
留
ま
る
の
で
は
な
い
。
三
つ
目
は
、

「
時
弊
を
改
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
司
馬
光
に
と
っ
て
の
「
濁

梁
」
は
、
隠
遁
に
徹
す
る
よ
う
な
消
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
孤
濁
に
あ
っ

て
も
世
聞
に
封
し
て
道
徳
的
で
あ
り
、

E
つ
非
俗
的
な
生
活
の
在
り
方
を
主
張
す

る
意
志
を
も
内
包
し
た
と
見
ら
れ
る
。

司
馬
光
の
洛
陽
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て
、
劉
安
世
は
「
嘗
時
の
君
子
の
自
ら

な
ぞ
ら

伊
（
弔
ア
）
・
周
（
公
）
・
孔
・
孟
に
比
ふ
を
以
て
、
公
乃
ち
植
竹
・
濯
花
等
の
事

を
行
ひ
て
、
自
ら
唐
音
聞
の
人
に
比
へ
、
以
て
其
の
弊
を
救
は
ん
と
す
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
嘗
時
の
士
大
夫
に
、
自
ら
を
古
代
の
賢
人
宰
相
に
擬
え
る
者

が
現
れ
た
た
め
、
時
弊
を
改
め
る
た
め
に
菅
や
唐
の
先
人
に
倣
っ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
先
人
と
は
、
直
接
に
は
「
濁
楽
園
七
題
」
に
詠
ま
れ
て
い

る
東
菅
の
王
徽
之
と
唐
の
白
居
易
を
指
し
、
更
に
は
陶
淵
明
と
杜
牧
を
含
む
。
こ

れ
ら
の
中
、
王
徽
之
を
除
く
三
者
は
い
ず
れ
も
首
都
を
離
れ
た
土
地
で
名
利
を
求

め
な
い
生
活
を
賓
践
し
た
人
々
で
あ
り
、
王
徽
之
に
し
て
も
俗
を
避
け
て
竹
を
友

と
見
な
し
た
風
流
人
で
あ
る
。
ま
た
先
秦
の
聖
人
に
自
ら
を
擬
え
た
人
物
と
は
、

一
五
三



日
本
中
園
皐
曾
報

（鈍）

王
安
石
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
劉
安
世
は
、
司
馬
光
が
耳
目
・
唐
の
先
人
に

模
範
を
仰
い
だ
の
は
、
園
都
開
封
で
聖
人
気
取
り
の
王
安
石
に
封
抗
し
、
名
利
を

追
い
求
め
る
風
潮
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ

る
。
司
馬
光
自
身
は
濁
楽
園
に
関
わ
る
詩
文
を
創
作
し
た
動
機
を
語
っ
て
い
な
い

が
、
劉
安
世
は
司
馬
光
の
直
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
護
言
に
は
信
濃
性
が
あ
る
。

上
記
を
踏
ま
え
れ
ば
、
南
宋
の
黄
徹
が
「
其
の
心
の
憂
楽
、
未
だ
始
て
天
下
の
こ

と
に
在
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
司
馬
光
が
「
濁
楽
園
記
」
と
濁

梁
園
を
主
題
に
し
た
連
作
「
濁
楽
園
七
題
」
を
作
っ
た
の
は
、
骨
回
世
の
士
大
夫
を

感
化
し
よ
う
と
し
て
の
行
局
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

賓
際
に
「
濁
楽
園
七
題
」
の
内
容
は
、
白
居
易
の
風
流
に
倣
う
こ
と
（
「
涜
花

亭
」
）
の
外
に
、
皐
問
に
精
勤
す
る
こ
と
（
「
讃
書
堂
」
）
、
吏
隠
と
な
っ
て
詩
酒
を

楽
し
む
こ
と
（
「
弄
水
軒
」
）
、
微
藤
の
た
め
に
躍
離
し
な
い
こ
と
（
「
釣
魚
庵
」
）
、

清
貧
に
甘
ん
じ
る
こ
と
（
「
種
竹
粛
」
）
、
名
利
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
（
「
采
薬
圃
」
）
、

隠
遁
し
な
が
ら
も
忠
君
の
精
神
を
忘
れ
な
い
こ
と
（
「
見
山
塞
」
）
等
、
教
訓
的
内

容
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
身
に
謝
す
る
戒
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
高
雅

で
風
流
な
生
活
の
在
り
方
と
し
て
、
名
利
の
追
求
に
明
け
暮
れ
る
人
々
に
封
し
て

主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

司
馬
光
の
洛
陽
時
代
の
作
品
は
、
現
賓
に
嘗
時
の
士
大
夫
に
お
い
て
も
虞
汎
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
李
格
非
『
洛
陽
名
園
記
』
に
は
、
「
温
公
、
自
ら
之

（
濁
楽
園
）
が
矯
に
序
し
、
諸
亭
蓋
の
詩
、
頗
る
世
に
行
は
る
。
人
の
欣
慕
す
る

（

mm）
 

と
こ
ろ
と
矯
る
所
以
は
、
園
に
在
ら
ざ
る
の
み
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
濁
楽
園

は
そ
の
仲
ま
い
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
司
馬
光
の
「
濁
楽
園
七
題
」
に
よ
っ
て
虜

く
名
を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
部
伯
温
も
『
部
氏
聞
見
録
』
に
、

司
馬
光
が
友
人
の
沼
鎖
と
洛
陽
近
遺
の
名
山
を
巡
り
、
互
い
に
臆
酬
し
た
詩
を
集

め
た
「
選
山
録
」
が
、
嘗
時
の
士
大
夫
に
よ
っ
て
争
っ
て
書
き
寓
さ
れ
た
と
述
べ

第
六
十
集

一
五
四

（灯〕る
。
「
遊
山
録
」
は
散
侠
し
て
い
る
た
め
そ
の
内
容
を
知
る
術
が
な
い
が
、
「
濁
楽

園
七
題
」
を
護
む
限
り
、
司
馬
光
が
求
め
て
い
た
の
は
、
地
位
や
名
響
、
富
の
追

求
を
習
い
と
し
た
世
俗
の
債
値
観
の
封
極
に
あ
る
高
雅
で
風
流
な
文
人
生
活
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
員
率
舎
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
秦
観
は
「
鮮

（
泌
）

子
子
駿
行
状
」
に
、
「
播
紳
、
其
の
瀧
び
を
慕
ふ
」
と
、
員
率
舎
が
嘗
時
の
士
大

夫
の
慕
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
れ
ば
、
司
馬

光
の
「
濁
梁
」
は
、
濁
築
園
を
舞
蓋
と
す
る
彼
の
詩
作
活
動
に
よ
り
、
「
濁
り
の

楽
し
み
」
か
ら
、
異
率
舎
の
同
志
を
得
て
、
「
時
弊
を
改
め
」
、
「
賢
者
と
共
に
す

る
楽
し
み
」
へ
と
昇
華
し
、
嘗
時
の
士
大
夫
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
る
も
の
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
司
馬
光
の
詩
歌
は
、
世
俗
の
顧
み
な
い
自
然
に
債
値
を
輿
え
、
反

俗
の
債
値
観
を
世
間
に
向
け
て
護
信
す
る
も
の
で
あ
り
、
嘗
時
の
士
大
夫
達
も
こ

れ
に
共
感
し
た
か
ら
こ
そ
、
争
っ
て
こ
れ
を
侍
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

合
山
究
氏
は
、
照
寧
六
年
（
一

O
七
三
）
頃
よ
り
蘇
拭
や
黄
庭
堅
が
「
不
俗
」

（
風
流
）
の
立
場
か
ら
封
俗
批
剣
を
行
っ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
、
彼
ら
に
お
け
る

「
俗
」
と
「
不
俗
」
と
の
分
岐
貼
は
「
自
然
を
解
す
る
心
の
有
無
」
に
あ
っ
た
こ

（初）

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
蘇
黄
よ
り
む
し
ろ
司
馬
光
の
方
が
先
ん

じ
て
富
や
名
審
を
追
求
す
る
世
俗
の
債
値
観
を
否
定
し
、
陶
淵
明
や
白
居
易
を
慕
っ

て
自
然
の
景
物
を
愛
で
た
の
で
あ
り
、
前
に
見
た
よ
う
に
「
濁
楽
園
七
題
」
や

「
遊
山
録
」
が
士
大
夫
の
開
で
盛
ん
に
書
き
寓
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
首
時

に
お
い
て
名
撃
と
い
い
、
一
吐
曾
的
立
場
と
い
い
、
蘇
黄
を
逢
か
に
凌
駕
し
た
司
馬

光
の
方
が
、
文
壇
に
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
疑
う
飴
地
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

司
馬
光
は
、
「
時
弊
を
改
め
る
」
意
園
を
以
て
、
自
然
の
中
に
風
流
を
見
出
す

高
雅
な
生
活
が
存
在
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
蘇
黄
に
よ
る
反



俗
の
気
風
の
形
成
に
お
い
て
、
先
躍
的
で

E
つ
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

マ
Q

。

三
、
北
宋
に
お
け
る
司
馬
光
の
「
濁
柴
」

の
立
思
草
我

こ
れ
ま
で
、
司
馬
光
の
濁
楽
園
に
お
け
る
詩
作
活
動
が
、
時
弊
を
改
め
る
意
圃

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
司
馬
光
の
詩
が
嘗
時
の
士
大
夫
達
の
開
で
盛

ん
に
停
え
ら
れ
た
こ
と
を
遮
べ
た
。
本
節
で
は
司
馬
光
の
「
濁
梁
」
が
持
つ
意
義

に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
司
馬
光
と
そ
の
他
の
文
人
の
退
居
生

活
に
お
い
て
、
如
何
な
る
相
違
貼
が
あ
る
か
に
つ
い
て
若
干
鰯
れ
て
お
き
た
い
。

司
馬
光
と
同
時
代
に
退
居
生
活
の
楽
し
み
を
謡
歌
し
た
人
物
に
、
欧
陽
備
と
王

安
石
が
い
る
。
ま
ず
敵
陽
倍
で
あ
る
。
彼
は
「
酔
翁
亭
記
」
に
お
い
て
、
「
山
林

の
楽
し
み
」
、
「
禽
鳥
の
楽
し
み
」
、
「
人
の
楽
し
み
」
を
内
包
す
る
「
太
守
の
楽
し

み
」
を
述
べ
た
が
、
照
寧
四
年
（
一

O
七
一
）
に
致
仕
し
て
以
来
、
「
六
一
居
士
」

と
競
し
、
俗
世
間
と
は
交
渉
を
断
ち
、
趣
味
の
世
界
を
楽
し
ん
だ
。

一
方
、
王
安
石
は
、
照
寧
七
年
（
一

O
七
四
）
よ
り
南
京
に
移
り
住
み
、
ホ
干
山

に
居
を
定
め
て
退
居
生
活
を
送
っ
た
。
こ
の
時
期
の
詩
に
は
、
南
京
郊
外
の
鍾
山

に
お
け
る
山
中
の
楽
し
み
が
、
「
員
の
築
し
み
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

激
甘
涼
病
歯
甘
き
に
激
げ
ば
病
歯
涼
し
く

ひ

ろ

や

坐
噴
息
煩
襟
噴
き
に
坐
せ
ば
煩
襟
息
む

因
脱
水
遺
履
因
り
て
水
遺
に
履
を
脱
ぎ

就
敷
巌
上
会
就
き
て
巌
上
に
会
を
敷
く

但
留
雲
封
宿
但
だ
雲
の
封
ひ
て
宿
る
を
留
め

何
値
月
相
尋
何
ほ
月
の
相
ひ
尋
ぬ
る
に
値
ふ

異
業
非
無
寄
異
業
寄
す
る
と
こ
ろ
無
き
に
非
ず

悲
轟
亦
好
音
悲
轟
も
亦
た
好
音
な
り

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
事
活
動

（
「
定
林
」
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
十
四
）

「
定
林
」
と
は
、
鍾
山
に
在
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
王
安
石
は
、
山
中

に
て
口
を
激
ぎ
、
聞
け
た
場
所
に
座
っ
て
い
る
と
胸
中
の
思
い
煩
い
が
消
え
去
る
。

そ
こ
で
水
遺
に
履
き
物
を
脱
ぎ
、
岩
の
上
に
気
ま
ま
に
寝
林
を
敷
く
。
た
だ
雲
と

共
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
と
、
自
ら
を
尋
ね
て
来
た
か
の
よ
う
に
満
月
が
現
れ
た
。

員
の
楽
し
み
に
身
を
委
ね
れ
ば
、
悲
し
く
聞
こ
え
る
轟
の
音
さ
え
も
耳
に
心
地
よ

い
、
と
述
べ
る
。
王
安
石
の
楽
し
み
は
、
こ
の
よ
う
に
山
林
の
自
然
の
中
に
お
い

て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

欧
陽
惰
に
し
て
も
王
安
石
に
し
て
も
、
官
僚
と
し
て
政
治
の
場
に
臨
む
場
合
は
、

「
先
憂
後
楽
」
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
一
旦
退
屈
す
る
に
至
る
や
、
共
に

俗
世
間
か
ら
離
れ
て
隠
遁
し
、
趣
味
や
自
然
の
景
物
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

悠
々
自
適
の
生
活
に
身
を
置
い
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
司
馬
光
が
洛
陽
で
管
な
ん
だ
楽
し
み
は
、
欧
陽
惰
・
王
安
石
の
楽

し
み
と
ど
の
よ
う
な
遣
い
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

案
ず
る
に
、
司
馬
光
と
欧
陽
惰
・
王
安
石
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
欧
陽
・

王
の
雨
者
が
都
舎
の
暗
一
喋
を
離
れ
た
場
所
で
静
か
に
退
居
生
活
を
楽
し
む
の
と
異

な
り
、
司
馬
光
は
洛
陽
城
内
と
い
う
俗
世
間
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
世
俗
と
の
交

渉
を
断
た
ず
、
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
に
播
わ
り
、
忙
中
に
閑
遁
の
楽
し
み
を
求

め
た
こ
と
で
あ
る
。

司
馬
光
が
非
常
に
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
元
豊
元
年
（
一

O
七
八
）
に
宋
敏

求
に
迭
ら
れ
た
書
簡
（
「
輿
宋
衣
道
書
」
南
宋
・
胡
仔
「
若
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集

巻
二
十
二
所
引
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
『
資
治
通
鑑
』
は
こ
の
時
貼
で
、
唐

の
大
暦
末
年
ま
で
の
草
稿
し
か
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
、
司
馬
光
が
「
濁
楽
園
記
」
や
そ
の
他
の
詩
に
詠
ま
れ
る
よ
う
な
楽
し

み
を
充
分
に
享
受
す
る
こ
と
は
、
賓
際
に
は
稀
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
司
馬
光
が

一
五
五



日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
集

め
に
行
っ
た
「
濁
築
、
並
び
に
こ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
洛
陽
時
代
の
詩

文
は
、
北
宋
期
の
文
撃
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
、

筆
者
は
此
慮
に
あ
ら
た
め
て
強
く
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
撃
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
従

来
、
司
馬
光
の
文
撃
に
封
す
る
研
究
は
極
め
て
薄
弱
で
あ
り
、
中
で
も
特
に
洛
陽

退
居
期
の
文
撃
活
動
の
賓
韓
は
殆
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
し
か
し
本
稿
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
司
馬
光
の
洛
陽
時
代
の
文

撃
活
動
は
、
大
愛
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
の
「
濁
楽
」
の
理

念
の
下
に
行
わ
れ
た
風
流
な
文
人
生
活
は
、
同
時
代
の
士
大
夫
達
の
憧
慢
の
的
と

な
っ
て
お
り
、
自
然
を
愛
し
塵
俗
を
批
剣
し
た
そ
の
文
撃
は
や
が
て
蘇
拭
ら
に
よ

る
反
俗
の
文
撃
の
先
駆
け
と
な
る
な
ど
、
そ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

な
お
司
馬
光
の
こ
の
よ
う
な
文
撃
は
、
洛
陽
と
い
う
土
地
と
切
り
離
し
て
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
司
馬
光
の
文
撃
は
、
洛
陽
と
い
う
都
市
が
持
つ

濁
特
の
気
風
の
中
で
芽
生
え
、
花
開
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

風
光
明
娼
な
自
然
に
加
え
て
悠
久
の
歴
史
を
有
す
る
洛
陽
は
、
文
雅
の
都
と
し

て
古
来
多
く
の
文
人
が
こ
こ
に
集
っ
た
。
西
菅
に
は
石
崇
の
「
金
谷
園
の
宴
」
が

開
か
れ
、
唐
代
に
は
韓
愈
と
韓
門
の
人
々
が
交
遊
し
た
。
ま
た
白
居
易
が
向
歯
舎

を
聞
い
て
お
り
、
欧
陽
惰
と
梅
尭
臣
が
こ
れ
を
受
け
継
い
で
「
八
老
」
の
集
合
同
を

聞
き
、
さ
ら
に
文
彦
博
と
司
馬
光
が
そ
れ
ぞ
れ
書
英
曾
・
異
率
舎
を
開
い
た
。
こ

の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の
は
、
洛
陽
が
奮
白
居
易
邸
を
始
め
と
す
る
唐
代
の

遺
跡
を
多
く
残
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
言
う
な
ら
ば
北
宋
の
士
大
夫
達
に
と
っ

て
、
洛
陽
で
詩
舎
を
開
く
こ
と
は
唐
人
の
風
流
に
倣
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
園

（釘）

都
開
封
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
北
宋
の
士
大
夫
達
は
洛
陽
で
文

一
五
八

皐
活
動
を
管
む
こ
と
に
よ
り
、
般
に
政
治
的
に
不
遇
で
あ
っ
て
も
文
化
的
に
は
唐

人
の
後
縫
者
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
特
に
新
法
波
が
権
力
を

掌
握
し
て
い
た
照
寧
・
元
豊
年
聞
に
、
司
馬
光
を
始
め
と
す
る
士
大
夫
達
は
白
居

易
の
風
流
な
生
活
を
敬
慕
し
た
の
で
あ
る
。

洛
陽
と
い
う
都
市
が
北
宋
期
の
文
人
集
圏
の
形
成
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果

（お）

た
し
た
こ
と
は
、
既
に
先
行
研
究
に
指
摘
が
あ
弘
、
ま
た
彼
の
地
に
お
け
る
文
人

集
圏
の
存
在
が
、
文
事
史
上
決
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
司
馬

光
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
今
回
は
燭
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

照
寧
・
元
豊
年
聞
に
お
け
る
司
馬
光
と
洛
陽
の
文
壇
と
の
関
係
、
司
馬
光
と
蘇
拭

及
び
そ
の
門
下
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
解
明
す
べ
き
問
題
が
多
数
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（l
）
司
馬
光
の
文
に
つ
い
て
は
、
王
安
石
が
「
君
貫
之
文
、
西
漢
之
文
也
」
と
許
し
た

と
い
う
逸
話
（
北
宋
・
郁
伯
温
『
部
氏
聞
見
録
』
巻
十
）
が
あ
る
外
に
、
『
資
治
通

鑑
』
の
編
纂
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
一
定
の
許
慣
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
が
、

詩
に
つ
い
て
は
清
・
李
調
元
が
『
雨
村
詩
話
』
巻
下
（
『
清
詩
話
績
編
』
第
三
加
所

牧
、
上
海
古
籍
出
版
紅
、
一
九
八
三
年
）
に
、
「
温
公
詩
紹
少
佳
旬
、
蓋
史
才
非
詩

才
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
評
債
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。
特
に
清
代
以
前
に

そ
の
詩
を
顧
み
る
者
が
稀
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
清
・
賀
裳
『
載
酒
園
詩
話
』
（
前
掲

『
清
詩
話
績
編
』
第
一
加
所
牧
）
「
司
馬
光
」
の
僚
に
「
荊
公
詩
人
猶
栴
之
、
温
公
紹

無
言
及
者
」
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
近
代
以
降
は
、
陳
街
『
宋
詩
精
華
録
』

に
十
三
首
が
牧
め
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の
許
慣
が
輿
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
著

名
な
銭
鍾
書
の
『
宋
詩
選
注
』
も
や
は
り
『
宋
詩
紗
』
と
同
様
に
司
馬
光
の
詩
を
一

首
も
政
め
て
お
ら
ず
、
彼
の
詩
人
と
し
て
の
認
知
度
は
格
段
に
低
い
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
！
王
運
照
・
顧
易
生
主
編
『
宋
金
元
文
皐
批
評
史
』
上
珊
（
上
海
古
籍
出
版
枇
、



一
九
九
六
年
）
、
孫
望
・
常
国
武
主
編
『
宋
代
文
撃
史
』
上
珊
（
人
民
文
皐
出
版
祉
、

一
九
九
六
年
）
、
劉
人
傑
主
編
『
中
園
文
皐
史
』
第
四
巻
・
第
五
編
「
宋
遼
金
文
撃
」

（
中
園
封
外
翻
誇
出
版
公
司
、
一
九
九
九
年
）
に
も
司
馬
光
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る

が
、
車
濁
で
一
章
を
設
け
て
紹
介
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
宋
代
の
詩
人

と
比
較
す
れ
ば
、
文
聖
者
と
し
て
の
司
馬
光
は
、
甚
だ
注
目
の
度
合
い
が
少
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（2
）
先
行
研
究
に
は
、
中
園
で
は
顔
中
其
「
司
馬
光
詩
歌
剖
覗
」
（
『
菅
陽
撃
刊
』
一
九

八
六
年
第
六
期
）
、
張
海
欧
『
北
宋
詩
皐
』
（
河
南
大
皐
出
版
社
、
二

O
O七
年
）
第

四
章
「
王
安
石
、
司
馬
光
的
詩
皐
思
想
」
等
が
あ
る
。
ま
た
、
楊
洪
傑
・
呉
萎
黄

『
司
馬
光
』
（
山
西
人
民
出
版
吐
、
一
九
九
七
年
）
第
十
章
「
退
隠
西
京
」
に
、
司
馬

光
の
洛
陽
時
代
の
作
品
を
引
用
し
た
詳
し
い
分
析
が
あ
る
。
日
本
で
は
寺
地
遵
「
司

馬
光
に
お
け
る
自
然
観
と
そ
の
背
景
」
（
『
東
方
皐
』
第
三
十
二
輯
、
一
九
六
六
年
）
、

三
浦
園
雄
「
資
治
通
鑑
考
」
（
『
日
本
中
園
周
子
曾
報
』
第
二
十
三
集
、
一
九
七
一
年
）
、

名
畑
嘉
則
「
司
馬
光
『
潜
虚
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
中
園
事
曾
報
』
第
四
十
一
集
、

一
九
八
九
年
）
、
森
博
行
「
司
馬
光
・
部
薙
交
友
録
（
前
・
中
・
下
の
上
・
下
の
下
）
」

（
『
大
谷
女
子
大
圏
文
』
第
三
十
三
披

i
第
三
十
六
披
、
二

O
O三
年

i
二
O
O六
年
）

等
が
あ
る
。

（3
）
一
九
九
三
年
に
李
裕
民
・
佐
竹
靖
彦
雨
氏
の
解
題
を
附
し
、
汲
古
書
院
よ
り
影
印

出
版
さ
れ
て
い
る
。

（4
）
司
馬
光
の
詩
が
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
根
擦
は
、
例
え
ば

『
温
公
文
集
』
巻
十
四
に
は
、
照
寧
十
年
に
残
し
た
部
薙
を
悼
む
「
部
嘉
夫
先
生
哀

辞
二
首
」
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
首
後
に
「
和
景
仁
七
十
一
偶
成
」
、
績

い
て
「
六
十
寄
景
仁
」
が
見
え
、
活
鎖
と
司
馬
光
の
年
齢
か
ら
判
断
す
る
と
こ
れ
ら

が
作
ら
れ
た
の
は
元
豊
元
年
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
作
品
は
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
外
に
、
司
馬
光
が
洛
陽
で
詩
を
唱
和
し
た
人
物
に
王
挟

辰
及
び
文
彦
博
が
い
る
が
、
李
之
亮
『
北
宋
京
師
及
東
西
路
大
郡
守
臣
考
』
（
巴
萄

書
吐
、
二

O
O
一
年
）
に
擦
れ
ば
、
雨
者
が
司
馬
光
と
時
を
同
じ
く
し
て
洛
陽
に
居

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
撃
活
動

住
し
た
の
は
、
王
扶
辰
が
剣
河
南
府
を
勤
め
た
照
寧
五
年

1
八
年
、
文
彦
博
が
剣
河

南
府
を
勤
め
た
元
豊
三
年
i
六
年
で
あ
り
、
司
馬
光
が
こ
の
二
人
と
詩
を
唱
和
し
た

の
は
、
他
の
作
品
の
配
列
を
勘
案
す
る
と
ほ
ぼ
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
少
な
く
と
も
司
馬
光
の
洛
陽
時
代
の
詩
に
関
し
て
は
年
代
順

に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（5
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
砂
然
如
顔
子
之
在
阻
巷
、
景
然
如
屈
原
之
在
阪
津
」
（
「
司

馬
温
公
神
道
碑
」
『
東
披
集
』
巻
三
十
九
）
。

（6
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
司
馬
彪
目
、
濁
佳
、
任
自
然
不
復
顧
世
也
。
」

（7
）
北
宋
文
撃
に
お
い
て
「
梁
」
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
程
傑
『
北
宋

詩
文
革
新
研
究
』
（
文
津
出
版
祉
、
一
九
九
六
年
）
第
十
三
章
「
北
宋
詩
文
革
新
中

『
柴
』
主
題
的
議
展
」
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
文
皐
そ
の
も
の
に
封
す
る
楽
し
み
に

つ
い
て
論
じ
た
研
究
に
、
緑
川
英
樹
「
文
字
之
柴
1

梅
尭
臣
晩
年
の
唱
和
活
動
と

「
梁
」
の
共
同
鵠
l
」
（
京
都
大
聖
中
園
文
撃
曾
、
『
中
園
文
皐
報
』
第
六
十
五
加
、
二

O
O二
年
）
が
あ
る
。

（8
）
白
居
易
と
洛
陽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
白
居
易
と
洛
陽
」
（
九
州
大

皐
中
園
文
皐
曾
、
『
中
国
文
皐
論
集
』
第
三
十
四
続
、
二

O
O五
年
）
を
参
照
。

（9
）
該
嘗
す
る
原
文
は
お
よ
そ
衣
の
通
り
。
「
司
馬
温
公
在
洛
陽
、
自
競
迂
史
、
謂
其

園
目
、
濁
楽
園
。
園
卑
小
、
不
可
輿
官
園
班
。
其
日
請
書
堂
者
、
数
十
橡
屋
。
撞
花

亭
者
盆
小
。
弄
水
・
種
竹
軒
者
尤
小
。
日
見
山
霊
者
、
高
不
過
尋
丈
。
日
釣
魚
蓄
、

臼
采
薬
園
者
、
又
特
結
竹
抄
・
落
蕃
・
蔓
草
矯
之
爾
。
」
（
『
古
今
逸
史
』
所
牧
）

（
叩
）
『
孟
子
』
童
心
上
に
「
窮
す
れ
ば
則
ち
濁
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち

天
下
を
兼
ね
善
く
す
」
と
あ
る
が
、
司
馬
光
に
と
っ
て
「
濁
築
」
と
「
濁
善
」
と
は

等
し
い
概
念
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
答
陳
師
仲
監
簿
書
」
（
『
温
公
文
集
』
巻
六
十
一
）

に
お
い
て
、
「
宣
敢
効
古
之
人
以
道
不
行
而
自
蔵
哉
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
司
馬
光

は
自
身
の
洛
陽
退
屈
が
、
現
貫
一
吐
曾
に
封
す
る
抗
議
の
表
れ
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ

と
を
否
定
し
て
い
る
。

（
日
）
馬
東
落
『
文
化
覗
域
中
的
北
宋
照
豊
詩
壇
』
（
陳
西
人
民
教
育
出
版
紅
、
二

0
0

一
五
九



日
本
中
園
周
子
曾
報

第
六
十
集

六
年
）
、
六

0
1六
一
頁
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（
ロ
）
「
向
歯
曾
」
と
は
、
白
居
易
が
始
め
た
集
曾
で
あ
る
。
七
十
歳
以
上
の
致
仕
し
た

老
人
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
官
位
で
は
な
く
年
齢
の
高
下
に
よ
っ
て
席
衣
を
決
め
た
。

嘗
老
曾
・
九
老
曾
と
も
栴
す
る
。
白
居
易
の
「
胡
吉
鄭
劉
庫
張
等
六
賢
、
皆
多
年
寄
、

予
亦
衣
駕
。
偶
於
弊
居
、
合
成
向
歯
之
曾
。
七
老
相
顧
、
既
酔
甚
歓
。
静
而
思
之
、

此
曾
稀
有
。
因
成
七
言
六
韻
以
紀
之
、
惇
好
事
者
」
詩
（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻

七
十
一
）
に
因
む
。

（
日
）
員
率
舎
の
構
成
員
は
衣
の
詩
題
に
見
え
る
。
「
二
十
六
日
作
員
率
曾
、
伯
康
輿
君

従
七
十
八
歳
、
安
之
七
十
七
歳
、
正
叔
七
十
四
歳
、
不
疑
七
十
三
歳
、
叔
達
七
十
歳
、

光
六
十
五
歳
、
合
五
百
一
十
五
歳
。
口
競
成
詩
、
用
安
之
前
韻
」
其
一
（
『
温
公
文

集
』
巻
十
四
）
。
ま
た
、
員
率
曾
に
沼
純
仁
や
鮮
子
佐
も
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
「
沼
忠

宣
公
行
状
」
（
明
・
毛
一
鷺
編
『
沼
忠
宣
公
集
』
巻
十
）
、
活
純
仁
「
（
鮮
子
）
子
駿

作
員
率
曾
招
安
之
不
至
」
二
首
（
同
巻
五
）
よ
り
看
取
さ
れ
る
。

（
日
）
欧
陽
惰
が
洛
陽
に
て
「
八
老
」
の
集
合
田
を
催
し
た
こ
と
は
、
王
水
照
「
北
宋
洛
陽

文
人
集
圏
的
構
成
」
（
『
王
水
照
自
選
集
』
、
上
海
教
育
出
版
枇
、
二

O
O
O年
）
、
第

一
五
六
頁
を
参
照
。
ま
た
北
宋
期
に
こ
の
種
の
多
く
の
集
曾
が
聞
か
れ
た
こ
と
が
、

欧
陽
光
『
宋
元
詩
祉
研
究
叢
稿
』
（
贋
東
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
陶
淵
明
が
反
俗
の
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陶
淵
明
『
讃
山
海

経
』
詩
に
見
え
る
『
楚
欝
』
の
影
響
」
（
貴
島
大
聖
東
洋
古
典
皐
研
究
舎
、
『
東
洋
古

典
皐
研
究
』
第
七
集
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
日
）
北
宋
・
呂
希
哲
『
呂
氏
雑
記
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
牧
）
巻
下
に
衣
の
よ
う
に

あ
る
。
「
輿
楚
正
叔
通
議
、
王
安
之
朝
議
、
書
老
者
六
七
人
、
相
輿
曾
於
城
中
之
名

園
・
古
寺
。
且
矯
之
約
、
果
貫
不
過
五
物
、
設
膳
不
遁
五
品
、
酒
則
無
算
。
以
矯
倹

則
易
供
、
簡
則
易
纏
也
。
命
之
日
、
員
率
曾
。
文
瀦
公
、
時
以
太
尉
守
洛
、
求
欲
附

名
於
其
開
。
温
公
矯
其
額
弗
納
也
。
一
目
、
瀦
公
伺
其
矯
曾
、
戒
厨
中
具
盛
鎮
、
直

往
造
駕
。
温
公
笑
而
延
之
日
、
俗
卸
此
曾
失
。
相
輿
歌
飲
、
夜
分
市
散
。
亦
一
時
之

一
六

O

盛
事
。
」

（
η
）
原
文
は
衣
の
逼
り
。
「
貴
賎
造
之
者
、
有
酒
輔
設
、
潜
若
先
酔
、
便
語
客
、
我
酔

欲
眠
、
卿
可
去
。
其
異
率
如
此
。
」

（
日
）
「
員
率
曾
」
「
洛
陽
書
英
曾
」
が
持
つ
性
質
に
つ
い
て
は
宋
街
申
、
木
田
知
生
、
伊

原
弘
の
三
氏
の
説
が
あ
る
。
宋
氏
は
「
洛
陽
嘗
英
曾
」
を
「
賓
質
上
、
在
野
の
政
治

園
鶴
」
で
あ
る
と
見
な
す
（
『
司
馬
光
許
停
忠
心
矯
資
治
、
鴻
篇
停
千
古
』
、
贋
西

教
育
出
版
壮
、
一
九
九
五
年
、
二
三
頁
）
。
木
田
氏
は
「
洛
陽
嘗
英
曾
」
の
構
成

員
に
新
法
に
反
封
し
た
人
物
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
彼
ら
の
歓
談
の
場
で
様
々
な
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
」
と
見
る
（
『
司
馬
光
と
そ
の
時
代
』
、
白
帝
祉
、
一
九
九
四
年
、

二
六
一

1
二
六
二
頁
）
。
伊
原
氏
は
、
木
田
氏
の
説
に
異
を
唱
え
、
司
馬
光
ら
の
活

動
を
政
治
・
文
化
に
わ
た
る
闘
争
運
動
的
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ

り
、
北
宋
期
に
お
い
て
、
司
馬
光
ら
に
先
行
す
る
こ
の
種
の
老
齢
の
士
大
夫
に
よ
る

集
曾
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
「
中
園
開
封
の
生
活
と
歳
時
｜
｜
描
か
れ
た

宋
代
の
都
市
生
活
』
、
山
川
出
版
祉
、
一
九
九
一
年
、
一
七
八

i
一
八
三
頁
）
。
宋
・

木
田
爾
氏
の
説
は
可
能
性
と
し
て
は
大
い
に
考
え
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
雨
氏
の
見

解
を
裏
付
け
る
決
定
的
な
資
料
を
見
出
し
得
な
い
た
め
、
筆
者
は
伊
原
説
に
左
担
し

た
い
。

（
叩
）
「
新
護
現
的
司
馬
光
《
興
活
夢
得
内
翰
論
修
書
帖
》
考
論
」
（
『
華
東
師
範
大
撃
墜

報
』
〈
哲
撃
枇
曾
科
皐
版
〉
、
一
九
八
八
年
第
一
期
）

（
却
）
「
題
新
澗
亭
兼
訓
寄
朝
中
親
故
見
贈
」
（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
九
）
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。
「
何
慮
披
襟
風
快
哉
、
一
亭
臨
澗
四
門
開
。
金
章
紫
綬
辞
腰
去
、

白
石
清
泉
就
眼
来
。
自
得
所
宜
還
濁
築
、
各
行
其
志
莫
相
恰
。
禽
魚
出
得
池
龍
後
、

縦
有
人
呼
可
更
週
。
」

（
幻
）
「
迂
曳
」
詩
の
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
一
辞
貌
闘
就
商
賓
、
散
地
閑
居
八
九
春
。
初

時
被
目
矯
迂
史
、
近
日
蒙
呼
作
隠
人
。
冷
暖
俗
情
諸
世
路
、
是
非
閑
論
任
交
親
。
臆

須
縄
墨
機
関
外
、
安
置
疎
愚
鈍
滞
身
」
（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
）
。
な
お

司
馬
光
の
競
が
白
詩
に
基
づ
く
こ
と
は
、
南
宋
・
襲
願
正
の
『
芥
隠
筆
記
』
「
柴
天



詩
」
の
僚
に
指
摘
が
あ
る
。
原
文
は
衣
の
遁
り
。
「
酔
翁
、
迂
史
、
東
披
之
名
、
皆

出
於
白
楽
天
詩
云
。
」
（
『
事
津
討
原
』
所
牧
）

（
幻
）
南
宋
の
黄
徹
は
、
「
温
公
自
栴
迂
曳
。
香
山
居
士
亦
嘗
以
自
続
、
其
詩
云
、
初
時
被

目
矯
迂
史
、
近
日
蒙
呼
作
隠
人
。
司
馬
、
宣
慕
其
洛
居
有
閑
適
之
柴
耶
」
（
『
碧
漢
詩

話
』
巻
九
）
と
述
べ
、
司
馬
光
が
迂
曳
と
時
抗
し
た
の
は
、
車
に
白
居
易
の
閑
遁
の
生

活
を
慕
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
。

（
お
）
該
嘗
す
る
原
文
は
、
お
よ
そ
衣
の
通
り
。
「
先
生
（
劉
安
世
）
日
、
老
先
生
（
司

馬
光
）
蹴
居
洛
、
某
従
之
蓋
十
年
。
老
先
生
子
園
子
監
之
側
得
営
地
、
創
濁
巣
圏
、

自
傷
不
得
輿
庶
同
也
。
以
嘗
時
君
子
自
比
伊
周
孔
孟
、
公
乃
行
植
竹
津
花
等
事
、
自

比
唐
音
開
人
、
以
救
其
弊
也
。
」
（
北
宋
・
馬
永
卿
編
、
明
・
王
崇
慶
解
『
元
城
語
録

解
』
巻
中
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
欣
）

（
泊
）
南
宋
・
胡
仔
『
若
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
二
十
二
に
、
衣
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
若
渓
漁
隠
目
、
東
披
有
詩
云
、
（
中
略
）
。
輿
元
城
（
劉
安
世
）
所
云
、
嘗
時
君
子

自
比
伊
周
孔
孟
、
意
皆
論
金
陵
（
王
安
石
）
也
。
」

（
お
）
該
嘗
す
る
原
文
は
、
お
よ
そ
衣
の
通
り
。
「
温
公
治
第
洛
中
、
開
園
日
、
濁
集
。

其
心
憂
巣
、
未
始
不
在
天
下
也
。
其
自
作
記
有
云
、
世
有
人
肯
同
此
紫
、
必
再
拝
以

献
之
失
。
」
（
『
碁
渓
詩
話
』
巻
一
）

（
お
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
温
公
自
信
用
之
序
、
諸
亭
蓋
詩
、
頗
行
於
世
。
所
以
矯
人
欣

慕
者
、
不
在
於
園
耳
。
」

（
幻
）
該
嘗
す
る
内
容
は
衣
の
通
り
。
「
司
馬
温
公
既
居
洛
、
（
中
略
）
嘗
同
沼
景
仁
過
韓

城
、
抵
登
封
、
憩
峻
極
下
院
、
登
嵩
頂
、
入
崇
一
帽
宮
・
曾
善
寺
、
由
輯
鞍
道
至
龍
門
、

遊
贋
愛
・
奉
先
諸
寺
、
上
華
巌
閣
・
千
僻
山
品
、
尋
高
公
堂
、
渡
潜
渓
、
入
贋
化
寺
、

観
唐
郭
扮
陽
錨
像
、
渉
伊
水
至
香
山
皇
寵
、
憩
石
棲
、
臨
八
節
灘
、
過
白
公
影
堂
。

凡
所
経
従
多
有
詩
什
、
自
作
序
目
、
遊
山
録
。
士
大
夫
事
惇
之
。
」
（
『
部
氏
聞
見
録
』

巻
十
一
）

（
お
）
原
文
は
お
よ
そ
衣
の
通
り
。
「
公
（
鮮
子
佐
）
之
在
西
京
也
、
今
橿
密
活
公
（
沼

純
仁
）
亦
領
蓋
事
、
而
司
馬
温
公
提
畢
崇
一
幅
宮
。
三
人
相
得
敷
甚
、
措
紳
慕
其
瀞
。
」

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
そ
の
文
皐
活
動

（
北
宋
・
秦
観
「
鮮
子
子
駿
行
状
」
『
准
海
集
』
巻
三
十
六
）

（
却
）
程
傑
氏
は
注
7
所
掲
書
に
お
い
て
、
北
宋
の
士
大
夫
に
お
け
る
「
梁
」
は
、
「
時

を
楽
し
む
」
「
民
を
楽
し
む
」
「
民
と
楽
し
む
」
「
賢
者
と
楽
し
む
」
の
四
つ
の
主
題

を
持
つ
も
の
と
見
な
し
、
「
賢
者
と
築
し
む
」
築
は
、
「
民
と
楽
し
む
」
築
が
護
展
し

た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
（
三
七
四

1
三
七
六
頁
を
参
照
）
。

（
叩
）
「
宋
代
文
嚢
に
お
け
る
俗
の
概
念
｜
蘇
戟
・
黄
庭
堅
を
中
心
に
し
て
｜
」
（
『
九
州

中
園
間
子
曾
報
』
第
十
三
巻
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。

（
泊
）
王
安
石
詩
の
本
文
は
四
部
叢
刊
初
編
本
に
基
づ
き
、
併
せ
て
李
之
亮
補
筆
『
王
荊

公
詩
注
補
筆
』
（
巴
萄
書
社
、
二

O
O二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
幻
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
致
堂
胡
氏
日
、
司
馬
公
六
任
冗
官
、
皆
以
書
局
自
随
。
歳

月
既
久
、
文
敷
臆
詔
上
書
、
論
新
法
之
害
。
小
人
欲
中
傷
之
、
而
光
行
義
無
可
砦
者
。

乃
侶
矯
浮
言
謂
、
書
之
所
以
久
不
成
、
縁
書
局
之
人
、
利
向
方
筆
墨
・
絹
吊
及
御
府

果
餌
・
金
銭
之
賜
耳
。
既
市
承
受
中
貴
人
陰
行
機
校
、
乃
知
初
雄
有
此
旨
、
而
未
嘗

請
也
。
光
於
是
巌
課
程
、
省
人
事
、
促
修
成
書
。
」

（
お
）
内
山
精
也
「
宋
代
士
大
夫
の
詩
歌
観
｜
蘇
拭
「
白
俗
」
許
の
意
味
す
る
も
の
｜
」

（
『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
園
古
典
文
撃
論
集
』
、
研
文
出
版
、
二

O
O六
年
）

（
鈍
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
端
明
殿
皐
士
司
馬
公
、
以
清
徳
直
道
、
名
重
天
下
。
其
惰

身
治
家
、
動
有
法
度
、
其
子
弟
習
而
化
之
、
日
趨
子
善
。
蓋
亦
不
言
之
敬
夫
。
又
伸

之
以
詩
章
、
停
其
調
諦
・
警
策
、
則
其
積
善
・
胎
謀
之
道
、
可
謂
至
備
、
宜
其
子
子

孫
孫
世
有
令
人
。
」

（
お
）
司
馬
光
が
華
々
し
い
ば
か
り
で
賓
が
無
く
、
道
徳
に
無
盆
な
詩
を
嫌
っ
た
こ
と
は
、

注
1
所
掲
『
宋
金
元
文
撃
批
評
史
』
上
加
に
も
指
摘
が
あ
る
（
一
二
二

i
一
二
三
頁

を
参
照
）
。
ま
た
、
馬
東
瑠
氏
は
注
目
所
掲
書
に
お
い
て
、
司
馬
光
等
の
努
力
に
よ

り
、
洛
陽
が
儒
撃
の
一
大
根
接
地
と
し
て
、
中
圏
全
土
に
名
を
知
ら
れ
た
こ
と
、
司

馬
光
を
中
心
と
す
る
洛
陽
詩
壇
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
歌
は
、
純
文
撃
的
に

は
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
持
た
な
い
が
、
政
治
・
思
想
・
皐
術
と
緊
密
に
結
び
つ
き
、

多
く
の
文
化
的
意
義
を
櫓
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
九
三
頁
を
参
照
）
。
司
馬

一
六



日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
集

一
六

光
の
詩
文
が
儒
家
的
精
神
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、
氏
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
原
文
は
衣
の
通
り
。
「
東
披
賦
詩
云
、
児
童
請
君
貫
、
走
卒
知
司
馬
。
蓋
言
其
得

人
心
也
。
又
云
、
撫
掌
笑
先
生
、
年
来
数
痔
癌
。
疑
未
壷
命
名
之
意
。
」
（
『
碁
渓
詩

話
』
巻
一
）

（
幻
）
洛
陽
が
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
開
封
と
封
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
木

田
知
生
「
北
宋
時
代
の
洛
陽
と
士
人
達
開
封
と
の
封
立
の
な
か
で
｜
」
（
『
東
洋
史

研
究
』
第
三
十
八
巻
・
第
一
続
、
一
九
七
九
年
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
お
）
王
水
照
「
北
宋
洛
陽
文
人
集
圏
的
構
成
」
、
「
北
宋
洛
陽
文
人
集
圏
輿
地
域
瑳
境
的

関
係
」
、
「
北
宋
洛
陽
文
人
集
圏
興
宋
詩
新
貌
的
苧
育
」
（
共
に
注
H
所
掲
『
王
水
照

自
選
集
』
に
所
牧
）
を
参
照
。


